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　ツ ユ クサ科 の 水田 1年生雑草 イ ボ ク サ の 発生田が 増加 して い る，慣行の 一発剤散布で は効果が不十分

な場合が み られ，発生面積 ， 発生 量 と も増加傾 向に あ る、そ こ で ， 早期栽培に お け る イ ボ ク サ の 発生消

長 を明 らか に して 有効な除草体系を組み 立て る、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 材 料 と 方 法

　農業技術セ ン タ
ー内 の イ ボ クサ が 自然発生す る水田 圃場 を供試 し，代掻き の 前後 に 分け て 発生本数 と

葉齢の推移 を調査 し，さ らに 稲収穫時に お け る イ ボ ク サ の 生育量 を測定 した．春お よび稲収穫後の耕起，

代掻き に よ る埋没が イ ボ ク サ の 発生に及 ぼす影響を調査 した．耕起前茎葉処理 剤 3剤 ， 移植後初期土壌

処理 剤 7剤，

一
発 処理 剤 8剤，中後期処理剤 5剤，乾田期茎葉処理剤 2 剤，計25剤 の 水稲用除草剤 を 供

試 し
，

イ ボ ク サ に 対する除草効果 を水田圃場と 1／5，000ポ ッ トを用 い て 検討 した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 結 果 と 考 察

　イ ボ ク サ の 発生始期 は 3月下旬，発生盛期は 3月末〜 4 月上 旬で ， 5 月上旬 に は 10葉に 達 し ， 8葉以

上 の 個体で は分 げっ の 発生が認 め られ た （図 1）．代掻き後の 発生本数 は代掻 き前 の 約 10％ で ，内30％

が種子発生で あ っ た．種子発生個体の 生育量 は小さ く， 代掻 き後の 主 た る増殖源は再生個体と考え られ

た （図 1）． 9 月上旬 の 稲収穫時に は，全茎長が 8，5〜21m ／個体に 生 長 し，生育範囲 は約 1m 四 方に 達

した ．発生盛期を過 ぎ て か ら春耕起 する こ と で 発生本数は減少 し （表 1）， また，稲収穫後の ロ
ー

タ リ

耕起 に よ り開花結実に至 っ た イ ボ ク サ の 残草量 は減少 した．代掻き時に 完全 に埋没 させ る と再生 しな い

が ， 地上部が極
一

部で も露 出 して い る と枯死せず 再生 した （図 2 ）．耕起前茎葉処理剤で は ジ ク ワ ッ ト ・

パ ラ コ ー ト液剤 と グ ル ホ シ ネ
ー

ト液剤 の 除草効果が 高か っ た ．移植後土壌処理剤で は シ メ ト リ ン ・ピ ラ

ゾキ シ フ ェ ン ・プ レ チ ラ ク P 一ル粒剤とピ ラ ゾ レ
ー

ト粒剤の 除草効果が高 く， ビ フ ェ ノ ッ ク ス 粒剤お よ

びプ レ チ ラ ク ロ
ー

ル 粒剤 も有効 と考え られ た．生育期茎 葉処理 剤 で は ベ ン タ ゾ ン ・MCPA 水和剤 の 除

草効果が 高く ，
ベ ン タゾ ン 液剤 ， ビ ス ピ リバ

ッ クNa液剤は抑草効果が認 め られ た （表 2 ）．
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　　　　調 査 日 （月／日）

　　　　　　　　　 図 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 耕起 ；

0 0

総 発 生本数 　27本／ 

（内種 子 発 生 　9本ノ  ）

（6／15）　葉数 　　　　生重

再生 15．5葉 　4．78g／個

種子 　5，5葉 　 0，12g／個

5A9 　5／25　 6／1　 6／8　 5／t5

　　調 査 日 （月／日）

イボ クサ の 発生消長 （1998）
2 月13日　　代掻き ； 5月11日

表 1　 耕起が イボ クサ の 発生 に 及 ぼ す影響 （1998）

耕起時期　 発生本数　風乾重　平均葉数
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　 　 　 　 　 　 1節露出　　　　埋没 1c 皿

　 　 　 　 　 　 　 　 　 葉先露出　　　　埋 没 3c 皿

図 2 　代掻き時埋 没程度と イ ボ クサ の再生 （1998）
　 　 　 　 代掻 き ： 5 月12日　 　調査 ： 5 月27 日

表 2　イ ボクサ に 対する除草剤 の効果 （残草量 の 対無処理区比率 （％））（1997，1998）

　　　 薬剤 名

（薬量 m 】，g／al キロ粒剤 は 100g／a）

本 田試験　 ポ ット試験 除草効果 の 概評

再 生 種子 発生

耕
z
ソ クワット・バ ラコ

ー
ト 液剤 （10 

起 グリ討
一ト液剤 （50）

前 ク
’
ルホシネート液剤 （50）

40noOL4　

6
極 大

小

極 大 、遅 効

　 シメド1ン・ピ ラヅ キシフェンプ レチラ如一ル 1キロ粒 剤

　 ピ フェノックス 1扣 粒 剤

初
Y
ピ ラヅレ

ー
ト粒剤 （300）

期 ピリプチ筋プ 7Uアプ ル（50）

剤 プ レチラ夘 一ル 1キロ粒剤

　 ペ ントキサヅ ン 1和粒剤

　 SB−5DO　 l扣粒剤

　 3，116
．012

，6154
．1

　 3．448
．2

　5．5

0，8　 0，0　　 極大

13．1　 1　　　 大．一
部再生

8，3　 0．0　　 極大、発芽後 白化

61，6　　　t　　　　　 ノ亅丶

19．1　 0．0　　 大、一部再生

91．9　　2．3　　　　　ノ亅、

2，l　 O，　O 極大、遅効、発芽後白化

　 アシ
’
ム刃レ7P ン・シバロホゥプ プ チル

・
テニJLbn一ル・へ

’
ンスルフロンメ刋レ 1キロ粒 剤

　 工1プ 助 ルプ
・
シ
’
メ外 トリン

・ピ ラヅ スル7Vンエチル
・プ レチラタロ

ー
ル 1扣 粒剤

一X
加 エンストロ

ー
ル・シバロホップ プ チレ ヒ

’
ラゾ 渺 フロンエチル 1キロ粒 剤

発 シ夘 スルファムロン・ペ ントキサヅン 1キロ粒剤

斉明　ヒ
9

ラゾ スルフロ冫工チル・フェ トラサ
’
ミド　　1キロ粒斉題

　 ヒ
e

リプ チカルプ ・プ ロモプ チド・
へ
．
ンヅ フェナップ　　フロアプ ル（工OO）

　 ペ ンスルフロンメチル
・
へ
’
ンチth’一フ

’・
メフェナセット1キロ粒剤

　 メフェナセットず 仏ロン・ペ ン潮 フロンメチル 1和 粒剤

139．221
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．495
，390
，826
．726
，731

．4

49．8　 0．0

26，D　 O．0
68．2　 0．0

55，0　　 こ

49．7　 0．0
88，2　 　0．O
l9．9　 　 t

38．4　　 t

小

中、抑制、再生

小

小

小

小

中、抑制 ．再 生

中，抑制、　 生

　 モ1）ネート・シメト1ン・MCPB　 1キロ粒剤
w

中 ペ ンタゾン・MCPA 水和剤 （80）v

後 2・4− D水和剤（5）
v

期 ペ ンタヅ ン液剤 （50）
u

　 シバロホッププチル乳剤 （10）u

27．610
．655
．5

44．10
．028
．315

．096
．0

t 小

極大

中、抑制、再生

大、抑制、再生

小

乾 ピ スピ リパ ッONa塩 液剤（15）u

　 DCPA乳剤 （lOO）v

一　　 14，0
−

　 　 84．0　 　
一

大、抑制，再 生

小

Z：4月30日処理、イボクサ 8葉　　Y：本 田 移植 （5月 13日）後 ＋1、ポ ット再 生 植付後 ＋1、ガ ット種 子 播種後＋I

X：本 田 移植後＋6、ガ ット再生 植付後 ＋5、ポ ット種子 播種後＋1

W：本 田 移植後＋20、ポ ット再 生 植付後 ＋7、ガ ット種子 播種後 ＋l

V：本田 移植後＋37．ガ ット再生 植付後 ＋24　　U：ポ ット再生 植付後＋r5
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